





















































































































































表3 患者ロールの概要 (性 ･年齢)
年令区分 男 女 計
29才以下 4人 3人 7人
30-49才 9 12 21
50-69才 ll 25 36
70才以上 3 6 9
表4 患者ロールの概要 (疾患分類)
系統別分類 人数 系統別分類 人数
呼吸器疾患 5人 脳神経疾患 3人
循環器疾患 8 眼.耳鼻疾患 13
消化器疾患 17 皮膚疾患 4































範 噂 稔数(%) 対話の発展有 対話の発展無
リー ドをとるもの 812(51.9) 420(49.8) 392(.54.2)
非指示的技術 273(17.4) 197(23.3) 76(10.5)
半指示的技術 13(0.8) 10(1.2) 3(0_4)
指示的技術 306(19.5) 153(18.1) 153(21.2)







区 分 発言数(%)対話の発展有 対話の発展無
話題の遥駅と諸君の強制 30(3.7) 13(3.1) 17(4.3)
質 問 643(79.2) 323(76.9) 320(81.6)
非緒示的リ-ド 139(17.1) 84(20.0) 55(14.1)
稔 数 812(100.0) 420(100.0) 392(100.0)
表7 『非指示的技術』の内訳
区 分 発言数(%)対話の発展有 対話の発展無
簡単な受容(あいづち) 134(49.1) 95(48.2) 39(51.3)
内容又は問題のくりかえし 130(47.6) 93(47_2) 37(48.7)
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